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1 目的:我々の属しているこの「現今」資本主義の諸フェーズを考えてみる。そのさい、「近代（モ

ダニティ）」概念は認識論的障害でないか、反省してみる。/ 2 方法:社会科学における古典的理論

諸家の議論を援用した思弁（スペキュレーション）を行い、また脳科学の成果を援用する。 

3 結果:現今資本主義の成立のための諸・必要条件のなかで、そのときそのときで、成立が比較的困

難な必要条件、すなわち、希少な（あり・がたい）条件が、そのときそのときで、いわば火急の解く

べき問題として、意識されてきたのではないか。「自由な労働者」の創出・存在…a。「産業資本が

成立するための一定の閾値を越える資本の蓄積」…ｂ。「勤勉な労働者」の創出・存在…ｃ。「利潤

を、浪費も吝嗇せずに、再投資しつづける資本家」の創出・存在…ｄ。「流動性選好」をおぎなって

あまりある「有効需要」の存在…e。通常、ポストモダンとの対比で、モダン（近代）といわれると

きには、あるいは産業資本主義の立ち上げに関連したものとしては、上記のｃ，ｄに対応していわれ

ることが多いようにおもわれる。しかし、ヴェルナー・ゾンバルトの『恋愛と贅沢と資本主義』『戦

争と資本主義』などをみると現今資本主義の立ち上げ期から、要件 eは、「課題」であったのであり、

それは、「恋愛」「贅沢」「戦争」などによって、クリアされてきたといえそうである 

現在における脳科学の成果を援用すると、各人の脳は「中国の歴代王朝が編纂した「正史」のような

ものがたりを、みずからに語り・弁証（いいわけ）することが多くなる。」といえる。中野孝次の

『清貧の思想』ならびに、その文庫版（1996年刊）への内藤克人の「解説」のなかに、そのような

口吻をみいだすことができるのではないか。「本書にも描かれたヒトビトの実生活に貫かれた節度と

規範が、時代を超えて人間生活の原理であることを、（本書は）説いている。（:268）」（内橋克人

「解説」）」。中野の『清貧の思想』の後「うしなわれた 20年」を経て、橋本の『ロスト近代』が

出現した。そこでは、露骨に「資本主義の新たな駆動因」が、模索される。「こうした新しい生活の

現象を、一つの言葉でくくることは難しい。だがそこには、共通する一つの志向すなわち「自然の本

来的価値」への志向があるといえないだろうか。」（:25）といわれる。 

4 結論:私は、「近代（モダン・モダニティ）」概念は、かなり「認識論的障害」であると考える。

なぜなら、とくに、ポストモダン、ロスト近代、などと言われれるようになってから、多義的になり

すぎている、からだ。これに対して、「現今資本主義」の諸局面といえばほとんど誤解が生じないと

おもう。この諸局面として：１．「源蓄」＝「自由な」労働者の創出、が、大問題となる局面、２

「資本主義の“精神”」＝勤勉な労働者・禁欲的に再投資のみする資本家の創出、が、大問題となる

局面、３「流動性選好→有効需要の不足」が問題となる局面、イ 有効需要の不足を公共投資でおぎ

なう局面（いわゆるケインズ主義国家）、ロ トリックルダウンがた消費(Veblen)でおぎなう局面、

ハ 横並び差異（上野）による消費で補う局面、二 自分探し的な「本来主義」的消費「自然主義」

的消費で補う（橋本？）局面、と大分類３、詳細分類６、の局面があると考えてみたい。しかも、こ

のような「局面」分別は、フィクショナルな「理念型」であって、多くの社会・時代では、ゾンバル

トが看破したように、主要類型以外の類型も併存している場合がほとんどのようである。そのため、

「ポストモダン」も「ロスト近代」も、あらためて、「近代」のなかに「再発見」される場合が多い。

たとえていえば、現今資本主義社会における社会意識は、ちょうど螺旋のように、回帰しつつ、また、

前巡とはすこしことなったように、「類似と種差」をもって進行していく、とみなせるかもしれない。
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